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　よいマジックを演ずる場合と同じように、本を出版するということは予想
以上に手間がかかるものです。これをやり遂げるにはチームで取り組む必要
がありますが、幸いにも私を支えてくれたチームは「A クラス」のチームで
した。ボブ・ベーカー、ダグ・ディメント、マーク・シェルマン、ジョーン・シェ
ルウッドは私が執筆している間中、辛抱強く励ましてくれましたし、脱稿し
た後も、今皆さんが手にしているとおりのちゃんとした本の形になるように、
原稿の誤りを正し、磨き上げ、練り上げてくれました。皆さん、専門分野は様々
ですが、１人ひとりが文才をお持ちのうえ演技の経験も豊富であるため、こ
の度、力を借りられたことは本当にありがたいことだと感謝しています。

　またキャシー・ダリーにも感謝します。仕事も家事もこなす中で校正の労
をとるための時間を割いてくれました。マーク・ギャレッツは私が書き上げ
た「デジタル情報」を、シッカリ体裁を整えた書籍にして、リアルの世界に
送り出すという、本当に大変な仕事を引き受けてくれました。あらためて、
皆様のご厚意に対し、ここに敬意の念を捧げたいと思います。

改訂・増補版に関する謝辞

　ダグ・ディメント氏（氏のメンタリズムに関する書籍は、アンダー・グラ
ウンドの世界ではもはやクラシックとされています）は、本書の編集に関わ
る大仕事のほとんどを引き受けて下さいました。今回は追加原稿分の編集も
あり、またトップ・レベルのプロのパフォーマーであるお２人、すなわちマ
ジシャンのネイサン・コー・マーシュ氏と、メンタリストのエリック・ディッ
テルマン氏に、ご意見を求めながらの作業をとなりました。また、その後になっ
て、ジョン・" ハンサム・ジャック "・ロヴィック氏が編集作業に「参戦」し
て下さることになり、本書完成のための主要戦力となって下さったばかりか、
実践家的立場から、全文を見直して下さいました。
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　マーク・ギャレッツ氏は今回も本書の各ページのデザインを手がけてくだ
さり、また、全文の最終確認作業も行ってくださいました。
　みんな、ありがとう！　

　また、親愛なる我が子ら、ニーラ、メラニー、ダリルを抱きしめ、心から
のキスを贈りたいと思います。彼らは遂ぞ、私のこの本に関して、全く何の
感慨も示すことはありませんでした。ま、だからこそ私の人生が片寄ったも
のになることなく、理想的なバランスが保たれているのですけれどね。
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初版の訳者前書き

「いいかい。訳せたから読めたんじゃない。
読めてるから、必要な場合には訳せるんだ」
伊藤和夫

　本書は、2003 年に出版された、ケン・ウエバー（Ken Weber）著「MAXIMUM 
Entertainment」（原副題「マジシャンとメンタリストの方々に役立つ、演出
家の手帳（Director's Notes for Magicians and Mentalists）」の翻訳です。
　しかし、本書には今から十年以上前のアメリカの文化的背景が色濃く反映
されていますので、本書を理解するためには、まず当時のアメリカの事情を
理解しておかなければなりません。そこで訳者は、きめ細かな「訳注」をこ
の日本語版に投入することと致しました。特に独特な言い回しやジョークの
ようなものについては、言葉そのものを日本語に直しただけでは、その本質
を理解することは困難だろうと思われます。本書をお読みになる際には、欄
外の訳注も是非ご参照下さい。

　本書の「翻訳」に関してですが、いわゆる「意訳」は極力排し、「逐語訳」
を旨としました。ただし、それと同時に、訳文がある程度「日本語らしい文章」
となるよう、訳出に工夫を凝らしている箇所は多々あります。しかしそのよ
うな場合でも、英語の文法構造は最大限尊重し、出来るだけ原文に近い訳文
とするよう心掛けてきました。この意味では、本訳文がたとえ「大学入試の
英語の答案」であっても、まあまあ及第点がつくのではないかと思っています。
　それでは、本書にはまるで自動翻訳機が訳したような、味もそっけもない
訳文がならんでいるのかと言われれば、訳者としてはそうでないと信じます。
著者の心の奥底にあるエンターテインメントに対する情熱、マジシャンらし
いデリケートな感性、そしてパフォーミング・アートに関わる全ての人たち
に欠かすことの出来ない「他者に向ける暖かなまなざし」、そういった核心ま
でも、読者の皆さんにお届け出来るものと自負しています。
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　さて、この「日本語訳」原稿の完成後、それをアメリカ・ニューヨーク在
住の著者に提出し、内容を吟味して頂きました（もちろん著者は日本語が読
めませんので、著者が日本語のわかる方に相談されたわけですが）。その結果、

「本書は翻訳の域を超えた１つの創作であり著作である。翻訳書としてではな
く、１つの独立した著作として出版されるのが適当であろう」という結論に
達した、という内容の返信が著者から届きました。
　そのように言われてしまうと、かなり的確な翻訳が完成したと自負する「訳
者」としては、ツライものがあります。その後再三にわたり私の親友であ
り、よきアドバイザーでもある Paul Critelli 博士が著者への説得を試み、さ
らには本書の出版を引き受けて下さった、株式会社リアライズ・ユア・マジッ
ク　スクリプト・マヌーヴァ社長の滝沢敦さんが、私の翻訳を丹念に点検し
て下さった上で、著者に翻訳書としての出版を掛け合って下さいました。そ
の甲斐あって、著者からの正式な承諾を得ることが出来、最終的には本書を

「MAXIMUM Entertainment」の「正規日本語版」として、胸を張って世に
問うことが出来る運びと相成りました。

　本書にインスパイアーされて、素晴らしいパフォーマンス、パフォーマー
が生まれるとしたら、訳者として望外の喜びであります。

田代　茂

注：本書では「ネタ」という言葉を所々で使っています。本書で言う「ネタ」とは、マジックのいわゆる「タネ」と
は異なり、マジックの１つひとつの演目のことを言います。それは「鳩出し」のように１つの手順をまるごと指す場
合もありますし、「鳩の二羽出し」のように、手順を構成する１つひとつの現象を指す場合もあります。
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日本語版に寄せる前書き

　私の著書の日本語版が今、ここに上梓されたという事実は、私にとって本
当に驚くべきことだと言わねばなりません。

　私が 2001 年に「マキシマム・エンターテインメント：マジシャンが一流
エンターテイナーになるための方法論」を書き始めたとき、私はマジックの
世界ではほぼ無名でした。でも今は、この本のお陰で、私を取り巻く状況が
一変しています。

　これは本を書く前には想像だにしなかったことなのですが、この１冊の本
によって、私の名前は飛

つ ぶ て

礫の如く世界中のパフォーマーの皆さんの元に放た
れることになりました…もっとも私は、私たちが関わっているマジック・メ
ンタリズムという「伎

ぎ げ い

芸」に対する自分自身の考え方を、たくさんの人に読
んでもらいたいと心の底から願って、この本を世に問うたわけですが。同様
に、方々からこの本を外国語に翻訳したいともちかけられるなどということ
も、全くの想定外のことでした。ここまでの出来事はもう、ただただ信じら
れないという思いでいっぱいです。

　ただ、この本の日本語版の出版について初めて相談があった当時、私には
日本語版の出版については、かなり躊躇がありました。事実、たとえどのよ
うな言語に翻訳するにしても、そんなことが本当にうまくいくだろうかとい
うような、疑わしい気持ちが私にはあったのです。私がそのように疑ってか
かる理由は単純明快…私がこの本を執筆していた２年間のうちで、たびたび
胸に抱いていた当時の思いを、今でもハッキリと思い出すことが出来るから
です。それは、英語を母国語としていない読者の皆さんには、この本に出て
くる大半のジョークは通じないだろうな、という思いです。実際、ここで断
言してもいいのですが、この本の多くの箇所は、英語独特の「シャレ」を背
景にして書かれているのです。しかも単

ひとえ

に「英語」と言いましたが、今、私
が言ったのは、特に「アメリカ英語」のことです。つまり、イギリス人ですら、
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私がこの本で書いたことが全て完璧に「ピンとくる」ことは望めないという
ことです！　

　そういうわけで私は当初、この日本語版についても、私の本の「翻訳」と
はせず、私の本に「基づいた」関連書籍ということで出版してはどうかと、
申し出たのです。私が書いた文章の１語１語をそのまま置き換えるような翻
訳には、当然なり得ないと考えたからです。何よりも、私自身、日本語は全
くわかりませんので、私が書いた内容が的確に伝わるような翻訳になってい
るかどうかについては、その翻訳をそのまま信じるしかないわけですから。

　このように私の方からも色々申し上げたことはありましたが、日本語版を
出版するというプロジェクトが兎にも角にも成し遂げられた、という事実に
は、返す返すも頭が下がる思いが致しますし、喜ばしくも思います。田代茂氏、
滝沢敦氏、Paul Critelli 氏を始め、この日本語版を読者の皆様のお手元にお届
けする上で貢献して下さった全ての皆様方に対して、心から厚く御礼申し上
げます。

　さて、これだけはハッキリと言えますが、日本のマジシャンも、世界中の
全てのマジシャンと同じ障害物に、直面していらっしゃることと思います。
これを乗り越えていくためには、私たちは私たちの観客を、その観客がいる
世界から、私たちがいる世界に、引き上げなければなりませんし、私たち
は勤勉に稽古に励まなければなりませんし、私たちは「私たち自身を他のパ
フォーマーから差別化していくためのプレゼンテーション」を構築していく
ために奮闘努力しなければなりません。

　今から読者の皆さんがお読みになるこの日本語版が、読者の皆さんの助け
となって、読者の皆さんが、そういった障害を乗り越え、マジックを演じて
いかれる中で少しずつより大きな成功を勝ち得ていって下さることを願って
おります。既にそれを体験された何千人もの方々に続いて戴きたいのです。

ケン・ウエバー
2014 年 12 月
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Foreword to the Japanese Edition.

 The fact that there is now a Japanese version of my book is quite remarkable to me. 

When I began writing Maximum Entertainment: Director’s Notes for Magicians and Mentalists 

in 2001, I was almost unknown within the magic world. Now, because of this book, all that has 

changed. 

 I never dreamed that this one book – which arose from a deep need to share my 

opinions about our craft – would catapult me into the consciousness of performers around the 

world. And I certainly never thought that I would receive requests for the book to be translated 

into other languages. This is all quite amazing!

 When I was first approached about a Japanese version of this book, I was quite 

hesitant. In fact, I was leery about a translation of the book into any language. The reason for my 

skepticism is simple; I clearly recall during the two years I spent writing the book the many times 

when I thought to myself that a large number of the jokes would not be understood by people for 

whom English is a second language. In fact, I can tell you for sure that many lines in the book are 

based on quirks of the English language, and more specifically, English as spoken by Americans. In 

other words, even British people would not fully “get” everything I wrote!

 That is why I suggested that this book be “based on” my writings; it simply cannot 

be a word-for-word translation. And being that I speak no Japanese at all, I must trust that the 

translation ends up giving you a good sense of my advice.

 With all that being said, the very fact that this project has actually happened is 

both intensely humbling and gratifying. I extend my sincere thanks to Shigeru Tashiro, Atsushi 

Takizawa, Paul Critelli, and the others who helped bring this book to your hands.

 Certainly magicians in Japan face the same obstacles as magicians anywhere. We all 

must lift our audiences from their world into ours, we all must practice with diligence, and we all 

must strive to develop presentations that set us apart from other performers.

 

 I hope that the pages you are about to read help you, as they have previously helped 

thousands before you, obtain increasingly greater success with your magic.

Ken Weber

December, 2014
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はじめに
医師　ボブ・ベーカー

　ケン・ウエバーが口を開けば、「不思議」に関わる世界のトップ・エンター
テイナーはみな聞き耳を立てます。ケン・ウエバーが何か助言をすると、１
年に何十万ドルも稼ぐプロのメンタリストもそれに従います。なぜでしょう？
　それは、ケン・ウエバーが、「１つの演技を、どうすればエンターテインメ
ントに高めていけるのか」という命題の解答を持っているからです。そして
実際、このエンターテインメント性を最大限に引き出すという命題こそ、世
界で最高レベルの成功を収めているマジシャンたち、メンタリストたちが最
優先で考えている事柄なのです。
　これはまた、観客にとって一番大切な事でもあります。もっとハッキリ言
うならば観客は「最大限のエンターテインメント」以外には「関心がない」
のです。でも、観客に真のエンターテインメントを供する方法を、どう学べ
ばよいのでしょうか？　何十万回も観客の前で演技をし、失敗を繰り返せば、
演技の質は向上します。でも、よい先生が現れて、この過程を歩むスピード
を速めてくれるとしたら、それは素晴らしいことだとは思いませんか？　も
し、自分の演技を見て、誤りを指摘し、それを完璧な演技にもっていくには
どうしたらよいのかを示してくれる、「実力たっぷりのエンターテイナー」が
現れてくれたとしたら。それは「演出家」かも知れませんし、「師匠」である
かも知れません。時には「よき友人」であるのかも知れません。本書では、ケン・
ウエバーが、皆さんにとってそういった色々な役割を果たしてくれます。

　もちろんケンと言えども、舞台人としての経験をいきなり華々しい舞台で
積み始めたわけではありません。私もそうでしたが、多くのニューヨークを
本拠地とする舞台人と同様、彼もまた、ニューヨーク近郊キャッツキル山地
にある、観光客が滞在するための些

いささ

かさびれたバンガロー村…「ボルシュト・
ベルト」と呼ばれた場所で、舞台人としての人生を歩み始めたのです。私が
最初にケンの存在に気づいたのは、1970 年代、そのボルシュト・ベルトで、
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共にアテガイブチの仕事をせっせと片付けていたときのことでした（「アテガ
イブチの仕事」とは…モンティチェロ競馬場で所持金を使い果たして帰って
きたばかりのまだカッカしている観客に対して、深夜１時からエアコンも効
かない、いわゆる「お楽しみ劇場」で公演を行うというもの）。
　当時は私もケンと同じ舞台に立っていたのですが、私の方から「私たちは
そこで張り合っていました」と言ってしまえば、これは自分を実際以上に偉
く見せてしまうあつかましい物言いになってしまうでしょう。
　そこでケンは、自分のショーを完璧の域に高めていき、その芸歴に次々に
花を添えていくことになるのです。そして、その後、活躍の場をガラッと変
えてしまうまでは（この件に関しては後ほど書くこととします）、ケンは北ア
メリカにおいて最も活躍しているメンタリスト・催眠術師の１人に数えられ
ていました。私自身もこれまでに何度もケンの演技を見てきましたが、その
たびに本当に楽しい時を過ごすことが出来ました。一筋縄ではいかない、ま
だまだ子供のような学生たちが千人くらい集まっているざわついた客席だっ
て、ケンが演技を始めると手を叩き足を踏み鳴らして喜ぶのです。そして大
きな笑いの渦が巻き起こるような場面を何度も目の当たりにしました。実際、
たいていの舞台人なら悪夢のようなショーしか出来ない劣悪な環境でも素晴
らしいショーを演じてしまうケンに、私は驚かされるばかりでした。

　サイキック・エンターテイナー協会 (PEA) が毎年開催している大会では、
そこで演技をしたプロのメンタリストを公開の場で批評をする講師役、つま
り「パフォーマーの中のパフォーマー」を探していたことがあります。そこに、
以上に説明した実績を買われてケンが選ばれたことがありました。
　なんだって？　同僚を批評するだって？　しかも公衆の面前で？　そんな
こと引き受けるなんて、どうかしてるんじゃないのか？　当時、私たちは皆
そんな風に感じたものです。しかしケンはそれを非常に素晴らしい形で成し
遂げてしまったのです。
　それがきっかけで、そのような「セミナー」をまた行ってもらいたいとい
う依頼がケンにたくさん寄せられるようになりました。もっとも、そのよう
に色々な場所で講演を行う中で、ケン自身も同様に学んでいったのです。色々
なパフォーマーを研究することにもなりました。そのような中で、たとえ最
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高レベルのエンターテイナーに対してでも、さらに素晴らしくなるように導
くための、ありとあらゆるやり方を編み出していったのです。その後、ケン
はそういった色々な事柄を文章にまとめることを思い立ちました。その成果
が、今、皆さんのお手元にある書籍なのです。
　この本には、素晴らしいパフォーマーが最高のパフォーマーに生まれ変わっ
ていくために必要な、具体的な手段や方法が書かれています。皆さんは、想
像し得るありとあらゆるタイプの観客を前にして、ケンが 25 年間演じてきた
経験を、自分のモノとして取り込むことが出来るのです。たいていのマジシャ
ンやメンタリストがその生涯を掛けても学ぶことが出来ないような内容を、
本書を読むことによって、理解することが出来るでしょう。

　さてここで、皆さんは次のような疑問をもたれるかもしれません。「その
ケンっていう人、そんなにスゴイというのなら、なぜ今まで１度もその名前
を耳にしなかったのかしら？」この疑問には、「ケンは、大学１や企業で何千
回もショーを行ってきましたが、単にそれをご覧になる機会がなかったから」
と言っておきましょう。あるいは、ケンという人はマジック・コンベンショ
ンに出演したり、マジック・クラブを対象としたレクチャーを行ったり、マ
ジック雑誌に何かすごい記事を書いたりするような人ではないから、という
答えになるかも知れません（ハッキリ言ってしまえば、現在のケンは、顧客
の何百億円というお金を管理するのに大忙しなんです…つまり、パフォーマ
ンス１本での生活をやめてから、ケンはそういった仕事を手がけるようになっ
たのです）。ともかく、「皆さんがケンのことを知らない」からと言って、「ケ
ンから何も学ぶことが出来ない」ということにはなりません。たとえ皆さん
がアマチュアのパフォーマーや、現にそれを職業とされているプロのパフォー
マーであったとしても、です。
　ときどき、こんな風に思うことがあります。私自身もケンから色々学んで
きたわけですが、その内容を彼と出会う前に心得ていたとしたら、私の人生
は、結局医者になってオシマイ、なんていうことにはならなかったのではな

訳注１　アメリカの大学では学生確保が難しいため、毎週のように「ショー」を開催しているところも多い。大学の
ショー専門で回るエンターテイナーも少なくないが、様々なレベルの学生を相手に演じることは簡単ではない。「大
学のショーを何年も続けられている」ということは、「そのエンターテイナーに実力がある証明である」という受け
止め方が一般的。
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いか、って。

　さあ、マジックの本当の秘密を発見する準備はできたでしょうか。皆さん
はこれから、最高のパフォーマーであり、演技の分析を行う専門家であり、
そして何でも出来る好人物であるケンの話にじっくり耳を傾けることになり
ます。読んで、考えて、そして身につけて下さい。ケンの教えを実際に活か
してみて、観客の反応が実際に変わっていくさまを、肌で感じて下さい。
　「観客を失うリスク」以外に、皆さんが備えなければならない「何かを失う
リスク」なんて、ないのですから。

改定・増補版の序文

　ようこそ。旧版をお読みになっていらっしゃる方には、おかえりなさい！
　
　旧版の「マキシマム・エンターテインメント」は、2003 年に出版されまし
た。その後、多くの皆さんに、次の本はいつ出されるのですか、それが無理
でも、新版の「マキシマム・エンターテインメント」はいつ出されるのです
かと、尋ねられ続けてきました。しかし、それに対する私の返事はいつでも、

「それはありません。他のことをしていて時間が取れないのです」というもの
でした。
　まあ、今現在も私は新しい本を書く時間がありません。家族や友人と過ご
す時間は貴重ですし、金融関係の会社を経営しているわけですし、その他に
も色々な方面に関かわろうとすると、著作に振り分ける時間はなくなってし
まうというのが正直なところなのです。ただ、これはとても嬉しいことなの
ですが、旧版が出版されて以来、私はマジックとより一層深く関わるように
なりましたし、世界中に友人が驚くほど増えたことも事実です。その結果、
私はそれまで以上にマジックのコンベンションに参加するようになりました
し、以前に比べればずっと多くのマジック・ショーやメンタリズム・ショー
を見るようになりました。そうなのです、私はまだマジックが大好きだった
のだということです！　
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　では、なぜ新版を出すことにしたか？　
　2016 年に、スタン・アレン氏が私に一般講演を依頼して下さいました。氏
が毎年ラスベガスで開催しておられる、「マジック・ライブ」というコンベン
ションで、そこに参加される1600名のマジシャンの前で行うというものです。
当時の私は、10 年くらいマイクを手にしたことはほとんどありませんでした
し、それほど多くの観客の前で話すということになると、10 年どころではあ
りません、そのよう機会は本当にとんとありませんでした（ただ、パフォー
マンスを仕事としていた頃は、そういったことは日常的にやっていたわけで
すが）。
　この「マジック・ライブ」での講演は、「レベル・アップを図ろう」と銘
打たれました。実はこの演題は、もともと旧版の仮称だったものです。講演
原稿を準備していますと、当時の私にもマジックの演技について、持ち時間
の 18 分ではとても語り尽くせないほど、本当にたくさんの思いがあることが
ハッキリしてきました。それが私の背中を強く押し、新版を出そうという気
持ちにさせたのです。

　しかし、改訂版を出そうと決心する上で最大の動機は、旧版が世界中のマ
ジック界から…それは全く思いもしなかったものでしたが、本当に…高評価
を受けたことでした。旧版はベスト・セラーになり（「５刷」まで出されました）、
多くのトップ・クラスのプロ・マジシャンが、旧版を定期的に繰り返し読ん
でいるのだと言ってくれました。さらに、私の方からの働きかけは一切行わ
ない中で、現時点でスペイン語版と日本語版が出版されていますし、大変素
晴らしい仕上がりのオーディオ・ブックまで出ています（さらに、この新版
を書き終えようというタイミングで、中国語版が間もなく完成するという話
を聞きました。その後、中国語版を作成してくださっている皆さんは、新版
が完成するまで、中国語版の出版を待ってくださることになりました）。
　こういった「高評価」の中で、最も身にしみて感じられたのは、2013 年に
行われた調査の結果だろうと思います。これは、ロンドンにある世界的に有
名なマジック・サークルという団体が発行する、"The Magic Circular" とい
う定期刊行物のコラムニスト、マシュー・フィールド氏が、マジック・サー
クルの会員から無作為に抽出した人たちに調査を行ったものです。アンネマ
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ン１が唱えた「幅 150cm のマジック用本棚」という架空の設定のもと、そこ
に所蔵すべき本の現代版リストを作ろうというものでした。その結果、マジッ
クの長大な歴史の中で出版された数々の書籍の中から、28 冊の書籍が選ばれ、

「マキシマム・エンターテインメント」も、その中の１冊に入ったのです。当
時「マキシマム・エンターテインメント」という本を著したことを別にすれば、
私自身は全くと言ってよいほど無名でした（他に著書はありませんし、ネタ
を発表したわけでもありませんし、レクチャー・ツアーをしていたわけでも
ありませんでした）。それでも、「マキシマム・エンターテインメント」がリ
スト入りしたということは、私の著作の努力が率直に評価された結果であり、
有り難い結果であると受け止めさせていただきました。そして正直なところ、
著作によってマジック界でその名をとどろかせたスター級のマジシャンたち
…ターベル、ギャンソン、ページ、ボーボー、バーガー、タマリッツ、など
など…と友に私の名前がリストに並んでいるのを見ることほど、身の縮む思
いがすることはありませんし、光栄を感じることはありません（面白い事実：
そのリストに掲載されているのは、世界中から選りすぐられたわずか 28 冊の
書籍にとどまるのですが、その中で２人の著者、すなわちデビッド・ケイ氏
と私は、共に同じ中学校の卒業なのです！　もちろん年齢は全然違いますよ、
年齢は。そして、この場をお借りして皆さんに是非一言ご紹介しておきたい
のですが、そのデビッドの「マジシャンのためのウケるキッズ・ショーの作
り方」（滝沢敦、新城真知子訳、スクリプト・マヌーヴァ刊、2013 年）とい
う本には、子供たちをバッチリ喜ばせるためのテクニックが見事に解説され
ているのです）。
　また、興味深いと思うのは、何百というパフォーマーの皆さんが、旧版の「マ
キシマム・エンターテインメント」の中の、その方なりの「お気に入りの一節」
というのを私に紹介してくださるのですが、そのそれぞれの「お気に入りの
一節」が別の方とはほとんど重ならない、という事実です。旧版に書かれて
いる様々なアドバイスは、幅広い様々な立場からそれぞれに演繹されたもの

訳注１　Theodore Annemann [1907 ～ 1942 年 ] は、アメリカの奇術師・メンタリスト。近代メンタリズムの発
展に貢献をした。雑誌の「ジンクス（JINX）」[1934 ～ 1941 年 ] の創始者。ジンクス誌で、「幅 150cm のマジッ
ク用本棚（Five-Foot Shelf of Magic Books）」というテーマが提唱された。幅が 150cm の本棚しかない場合、そ
こに所蔵するマジック本は何がよいか、というもの。ジンクス誌では、ターベル・コースをはじめ 37 冊がリスト・アッ
プされた。
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なので、そのアドバイスの中には、マジシャンお一人おひとりの個々の状況
に対応する部分がきっとある、ということなのでしょう。
　以上全てのことが理由となって、私は、マジックというアートのためにも
う一肌脱いで、何かお返しが出来ればと考えたのです。

　と、いうことで、本書が出来上がった次第です。
　単純にもう１冊別の本を書けばよいのに、なぜそれをしなかったのか、と
いう疑問について…もう１冊別の本を書くという選択肢についても考えてみ
ました。しかしすぐにわかったのは、私が言いたいことの多くは、旧版の内
容に直接関わるようなことだということです。そうであるならば、それまで
書いたことに、新しく書きたいことを重ねていくのが正しいやり方だと思っ
たのです。と、同時に、もしもあなたが何年か前に旧版をお読みになった何
千人もの読者のうちのお１人だとするならば、旧版に書かれていたことを読
み直すことで、以前は読み落とされていたいくつかの考え方や、旧版をお読
みになった当時はあまり関係のなかった考え方でも、今となってみれば大切
な考え方などを、をあらためて身につけることが出来るかもしれないとも考
えました。
　要するにこの「新しい」本は、「より深い」、「より明瞭な」、「より多くの」
解説が盛り込まれているということです。旧版にはなかった新しい内容のほ
とんどは、本書後半に出てきますが、ほぼ全ての章にも、そして場所によっ
てはほぼ全ての段落にも、手が加えられています。
　ここでもう１点申し上げておきたいのは、旧版の演技に関する記述のほと
んどは、私がビデオを見て考えたことでしたが、旧版を出してからは状況が
激変したということです。旧版以降、私はとてもたくさんのナマの演技を見
るようになり、ビデオはほとんど見なくなったのです。従って新版の記述は、
より一層実践的で、実際の現場の状況にさらに即したものになっていると確
信しています。

　また、この新版が出るまでの 15 年程度の間に、マジック界では好ましい変
化も見られました。女性マジシャンの台頭です（「女性」マジシャン、という
言い方は今後封印しましょう。女性マジシャンだって、マジシャンなのです
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から）。ただ、マジシャン全体を考えれば、いまだ男性が大多数ということも
あり、本書のほとんどの箇所ではマジシャンを指す代名詞が「彼」になって
しまっています。申し訳ありません。

　また、特に強調しておきたいことは、本書のほとんど全ての記述は、私が「プ
ロの」マジシャン、「プロの」メンタリストの演技を見て考えた内容であると
いうことです。アマチュアの皆さんも素晴らしいと思っていますが、アマチュ
アの皆さんの演技は、めったに目にすることがないのです。
　それから、旧版をお買いになっていないとおっしゃるマジシャンの方々の
お話も、時々伺うことがあります。そういう方々は、旧版を手にお取りになっ
て、ちょっとだけお読みになって、たまたまそこでお読みになった記述に納
得出来なかったから、お買いにならなかったとおっしゃるのです。このよう
なご意見に対しては、「それはおっしゃる通りです！」と申し上げたいと思い
ます。私の本では、幅広い様々な内容を取り扱っていますので、１つひとつ
の内容については、それが全てのマジシャンに当てはまるということにはな
らないのです。だからこそ、皆さんには私の本を最初から最後までお読みい
ただきたいと力説しているのです。皆さんご自身にピッタリの記述を見つけ
るには、それが唯一の方法なのです。

　最後に新版の構成について一言。旧版になかった新しい考え方や情報は全
て、旧版の記述に組み込まれる形になっています。また、たとえば今、お読
みいただいている「序文」のように、そっくり新しいモノが入っている部分
もあります。特別な理由があって、旧版の記述を新版の記述と区別したいと
考えた場合は、新版の記述を［カギ括弧］に入れて示した箇所もあります。
　よろしいでしょうか。さあ、それでは本文へ。

　KW
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